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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 122,718 5.2 12,241 13.2 13,729 8.3 9,029 9.6
26年3月期第3四半期 116,694 7.3 10,812 28.5 12,671 33.5 8,237 43.2

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 13,994百万円 （9.1％） 26年3月期第3四半期 12,828百万円 （136.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 49.90 ―
26年3月期第3四半期 44.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 197,274 123,473 62.2
26年3月期 176,700 112,622 63.3
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 122,715百万円 26年3月期 111,887百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 6.00 ― 7.00 13.00
27年3月期 ― 6.00 ―
27年3月期（予想） 7.00 13.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 163,000 1.3 15,400 0.3 16,300 △7.3 10,500 7.8 58.25



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料3ページの「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （４）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビューは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件お
よび業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 186,682,752 株 26年3月期 186,682,752 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 6,488,880 株 26年3月期 3,422,537 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 180,955,759 株 26年3月期3Q 183,422,509 株



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更 ……………………………………………………………………… 3

（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（４）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 7

四半期連結損益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

四半期連結包括利益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 9

 

- 1 -

日油株式会社（4403）平成27年３月期　第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年4月1日から平成26年12月31日までの９ヶ月間）におけるわが国経済は、消

費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や、個人消費の落ち込みによる影響がみられたものの、政府・日銀の経

済・金融政策により、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、海外経済においては、米国経済の堅調な回復

が続き、欧州でも景気持ち直しの兆しがあったものの、中国および新興国経済の成長鈍化などが懸念材料となり、

不透明な情勢が続いています。 

 当社グループを取り巻く事業環境は、国内需要家の堅調な生産と欧米やアジアなどの需要に支えられる一方で、

原材料価格においては円安の影響等により、概ね高値で推移いたしました。 

 このような事業環境下において、当社グループは、新たな成長軌道を切り開くため、当事業年度を初年度とする

「２０１６中期経営計画」の重点課題に定めました「新製品・新事業開発の加速」「海外事業展開の拡大」「経営

体質の更なる強靭化」「戦略的組織への改編」を推進するとともに、高機能・高付加価値製品の拡販や生産コスト

の低減に努め、持続的成長に向けた経営努力を積み重ねてまいりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、１２２,７１８百万円と前年同期比５.２％の増収、営業

利益は、１２,２４１百万円と前年同期比１３.２％の増益、経常利益は、１３,７２９百万円と前年同期比８.３％

の増益、四半期純利益は、９,０２９百万円と前年同期比９.６％の増益となりました。 

 

①機能化学品事業 

 脂肪酸誘導体は、環境エネルギー関連および情報電子関連の需要が堅調に推移し、前年同期に比べ売上高は増加

しました。 

 界面活性剤は、トイレタリー関連の需要が堅調に推移し、売上高は増加しました。 

 エチレンオキサイド・プロピレンオキサイド誘導体は、電子材料および土木建築向け製品の出荷が堅調であった

ことや輸出の増加などにより、売上高は増加しました。 

 有機過酸化物は、国内の合成樹脂関連向けの需要の低迷により、売上高は減少しました。 

 機能性フィルム・電子材料は、スマートフォン、タブレットＰＣなど中小型ディスプレイ向けの需要が減少し、

売上高は減少しました。 

 特殊防錆処理剤・防錆加工は、アジア、欧米での自動車向けの需要が好調であったため、売上高は増加しまし

た。 

 これらの結果、機能化学品事業の売上高は、７９,３０９百万円（前年同期比６.６％増）、営業利益は、

８,２８３百万円（前年同期比１３.２％増）となりました。 

 

②ライフサイエンス事業 

 食用加工油脂は、需要が底堅く、前年同期並みの売上高となりました。 

 機能食品関連製品は、新製品の拡販に注力したものの従来製品の出荷が減少し、売上高は減少しました。 

 生体適合性素材は、ＭＰＣ（2－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン）関連製品のアイケアおよび医

薬関連の出荷が堅調に推移し、売上高は増加しました。 

 ＤＤＳ（ドラッグ・デリバリー・システム：薬物送達システム）医薬用製剤原料は、欧米大口需要家への出荷が

堅調に推移し、売上高は増加しました。 

 これらの結果、ライフサイエンス事業の売上高は、１８,８１３百万円（前年同期比４.６％増）、営業利益は、

２,４５９百万円（前年同期比１０.２％増）となりました。 

 

③化薬事業 

 産業用爆薬類は、公共事業投資による需要が底堅く、前年同期並みの売上高となりました。 

 宇宙関連製品は、納入時期の変動により、売上高は減少しました。 

 防衛関連製品は、売上高は増加しました。 

 これらの結果、化薬事業の売上高は、２３,５６５百万円（前年同期比１.０％増）、製品構成の影響もあり営業

利益は、１,７８５百万円（前年同期比１.７％減）となりました。 

 

④その他の事業 

 その他の事業は、運送事業および不動産事業から構成されております。その売上高は、１,０３０百万円（前年

同期比９.０％増）、営業利益は、１４１百万円（前年同期比３１.３％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期末の総資産は、前期末に比べ２０,５７４百万円増加し、１９７,２７４百万円となりました。

 資産の増減の主な内容は、現金及び預金の増加１,７９７百万円、棚卸資産の増加４,３９８百万円、投資有価証

券の四半期末時価評価等による増加７,４２４百万円等であります。

 負債は、前期末に比べ９,７２３百万円増加し、７３,８０１百万円となりました。負債の増減の主な内容は、買

入債務の増加２,６７２百万円、有利子負債の増加６,７５１百万円、法人税等の納付による未払法人税等の減少

６８８百万円等であります。

 純資産は、前期末に比べ１０,８５０百万円増加し、１２３,４７３百万円となりました。純資産の増減の主な内

容は、当第３四半期累計純利益９,０２９百万円、その他有価証券評価差額金の増加４,４６６百万円、配当による

減少２,３６４百万円および自己株式の取得による減少２,３３１百万円等であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、当初予想（平成26年５月８日発表）に変更はありません。

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想と異なる可能性があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更

（連結の範囲の変更）

 従来、非連結子会社でありました日油（上海）商貿有限公司は、重要性が増加したため、第１四半期連結会計期

間より連結の範囲に含めております。

 

（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、主として当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定

実効税率を使用して計算した金額を計上しております。

 

（４）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間

に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が２,５１６百万円、退職給付に係る負債が

３０百万円、利益剰余金が１,５９０百万円それぞれ増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ１５３百万円減少しております。

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 当社および一部の国内連結子会社では従来、有形固定資産（建物（建物附属設備を除く）およびリース資産を除

く）の減価償却方法は定率法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたしました。

 当社グループは、これまで国内外市場で成長分野を中心に需要を取り込むため新製品や既存品の増産対応の設備

投資を行ってまいりました。国内ではこうした設備投資が一巡し、加えて国内市場はリーマン・ショック以降、一

定の成長率を維持しながらも、需要は概ね安定的に推移する傾向にあり、今後、当社グループの国内における設備

投資は、事業の一層の効率化や安定化のための投資が中心となってまいります。
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 こうした事業および投資環境の変化を踏まえ、新中期経営計画の策定を契機に、今後における当社グループの事

業活動と有形固定資産の使用状況等を精査した結果、国内において使用する製造設備に急激な技術的、経済的な陳

腐化が生じるリスクは低く、今後においては概ね長期安定的な生産・販売活動を継続する方針であることから、有

形固定資産の減価償却方法として、安定的な稼働率を反映させるため、耐用年数にわたり均等に費用配分を行う定

額法を採用することが期間損益計算をより適切に行う方法であると判断いたしました。

 この結果、従来の方法によった場合に比べ、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

５５８百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,932 13,730 

受取手形及び売掛金 34,890 37,369 

商品及び製品 18,812 21,324 

仕掛品 3,772 4,879 

原材料及び貯蔵品 9,276 10,056 

その他 5,495 6,097 

貸倒引当金 △221 △214 

流動資産合計 83,958 93,242 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 22,894 23,168 

土地 19,713 20,567 

その他（純額） 14,905 14,898 

有形固定資産合計 57,513 58,634 

無形固定資産    

その他 839 771 

無形固定資産合計 839 771 

投資その他の資産    

投資有価証券 31,980 39,405 

退職給付に係る資産 341 2,857 

その他 2,123 2,422 

貸倒引当金 △57 △59 

投資その他の資産合計 34,388 44,625 

固定資産合計 92,741 104,031 

資産合計 176,700 197,274 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 20,871 23,210 

電子記録債務 1,539 1,872 

短期借入金 1,861 8,869 

1年内返済予定の長期借入金 156 5,000 

未払法人税等 3,838 3,150 

賞与引当金 3,019 1,542 

その他 13,065 12,069 

流動負債合計 44,352 55,714 

固定負債    

長期借入金 8,056 3,060 

退職給付に係る負債 4,254 4,336 

その他 7,413 10,689 

固定負債合計 19,725 18,086 

負債合計 64,077 73,801 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 17,742 17,742 

資本剰余金 15,114 15,114 

利益剰余金 72,130 80,358 

自己株式 △1,397 △3,729 

株主資本合計 103,589 109,485 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,420 14,887 

為替換算調整勘定 510 664 

退職給付に係る調整累計額 △2,633 △2,322 

その他の包括利益累計額合計 8,297 13,229 

少数株主持分 735 757 

純資産合計 112,622 123,473 

負債純資産合計 176,700 197,274 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 116,694 122,718 

売上原価 84,315 87,949 

売上総利益 32,378 34,769 

販売費及び一般管理費 21,566 22,527 

営業利益 10,812 12,241 

営業外収益    

受取利息 87 136 

受取配当金 656 712 

為替差益 802 428 

その他 662 541 

営業外収益合計 2,208 1,818 

営業外費用    

支払利息 64 63 

不動産賃貸費用 69 68 

固定資産撤去費用 98 94 

その他 115 104 

営業外費用合計 348 331 

経常利益 12,671 13,729 

特別利益    

固定資産売却益 12 0 

関係会社株式売却益 － 72 

その他 34 14 

特別利益合計 47 87 

特別損失    

固定資産売却損 36 290 

固定資産除却損 26 56 

その他 99 25 

特別損失合計 162 372 

税金等調整前四半期純利益 12,556 13,444 

法人税等 4,302 4,389 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,253 9,054 

少数株主利益 16 24 

四半期純利益 8,237 9,029 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,253 9,054 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,575 4,468 

為替換算調整勘定 1,000 158 

退職給付に係る調整額 － 312 

その他の包括利益合計 4,575 4,939 

四半期包括利益 12,828 13,994 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 12,795 13,961 

少数株主に係る四半期包括利益 33 32 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

 
機能化学
品事業 

ライフサ
イエンス
事業 

化薬事業 計 

売上高                

(1)外部顧客への売上高 74,428 17,989 23,331 115,748 945 116,694 － 116,694 

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
457 1,522 9 1,989 5,480 7,469 △7,469 － 

計 74,885 19,511 23,340 117,738 6,425 124,163 △7,469 116,694 

セグメント利益 7,314 2,231 1,817 11,362 107 11,470 △658 10,812 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△658百万円には、セグメント間取引消去３百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△661百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

 
機能化学
品事業 

ライフサ
イエンス
事業 

化薬事業 計 

売上高                

(1)外部顧客への売上高 79,309 18,813 23,565 121,687 1,030 122,718 － 122,718 

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
746 905 11 1,663 5,714 7,377 △7,377 － 

計 80,055 19,718 23,577 123,351 6,744 130,096 △7,377 122,718 

セグメント利益 8,283 2,459 1,785 12,528 141 12,669 △427 12,241 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△427百万円には、セグメント間取引消去209百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△637百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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